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論文審査の結果の要旨 

総説論文『薬剤関 連顎骨壊死に関す る現状と課題』で は、 BP（ビスホスホネ

ート）、デノスマブ（ヒト型抗RANKLモノクローナル抗体製剤）などの原因薬と頻度、リスクフ

ァクターについて詳述された。義歯やインプラント、歯周炎はリスク因子となることが報告され

ていることから、治療開始前の口腔内評価と継続的な口腔管理が必要であり、医科歯科連携が求

められていると結論づけられた。 

学位論文『口腔機能 に着目した医薬品 の適正使用に関す る研究』では、まず 、

口腔機能に着目した医歯薬連携の必要性を把握するために、近 隣の保険薬局での 調査

を実施した。これ に より、医薬品の口腔トラブルに関する患者からの情報は61%の保険薬局

で把握されていることがわかったものの、具体的な対応に苦慮している実態が明らかとなった。

薬剤師が地域のファーストアクセスとしての役割を担うには医歯薬の連携が 必要であり、薬剤師

は服薬における口腔機能の維持の重要性を常に認識し、服薬に伴う有害事象の有無を評価し、患

者の正しい服薬行動を導くことにより、薬剤師の役割を果たすことができる可能性が示唆された。

次に、健康成人を対象としたロキソプロフェンとセフカペンの薬物動態に対する経管栄養の

影響－服薬困難に対する薬学的問題解決の一例では、 2剤につい て、使用頻度の高いENSURE 

LIQUID を経鼻で投与直前、投与の中間、投与直後に経管にて服薬した場合の薬物動態を、健康

成人男性ボランティアを対象に血中濃度測定により検証した。経管栄養管理下で経管にて医薬品

を投与した場合の薬物動態パラメータを示すことにより、何らかの理由により、医薬品を指示通

りに服用できない患者の場合も、状況に応じた投与が可能であるであり、コンプライアンスの改

善につながることを示した。 

さらに、汎用性の高い体験型実習モデル（服薬不自由体験）の提案では、従来、不自由体験に

関連した実習は車椅子体験や高齢者疑似体験が実施されてきたが、薬学部で実施する特色を生か

すため、薬学的な視点に立ち、服薬困難を生じうる場面を想定した場面を設定して世界初の服薬

不自由体験実習を実施し、従来の形式の不自由体験実習と比較した。この新たな不自由体験実習

では低コストで実施できるばかりでなく、学生の意識の向上に寄与していることがことから、将

来医療に携わる薬学生に好影響を与えたことが分かった。 

以上、口腔機能障害に基づく服薬に関する様々な問題点について、薬剤師の活動に着目し、情

報共有のためのシステムを樹立する必要性に始まり、汎用薬物の体内動態解析による問題解決、

さらには、薬学生に対する服薬に関する新たな教育システムの確立に至るまでの一連の研究から、

一貫して、臨床におけるクリニカルクエスチョンに基づき、これを解決するための方法を論理的

に組み立て、考察し、実際に検証するまでの十分な能力が示されたことにより、博士（薬学）の

学位論文に値するものと認める。 
 

 

 


